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信 頼 奉 仕

「安心」に満ち溢れた

生活と快適なサービスを

提供します。

人を敬い、人に優しい

「信頼」される施設を

目指します。

「奉仕」の精神のもと、

真心こめて地域社会に

貢献します。
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　昨年 5 月に新型コロナウイルス感染症の法的な位置付けが第 5 類相当に移行
しました。しかし、高齢者の感染症は重症化しやすいことに変わりありません。 
これからも当施設は利用者さまの安全と安心を何よりも優先し感染防止に最善を
尽くしてまいります。
　同時に新型コロナ感染症をむやみに恐れ怖がったりするのではなく、 科学的見
地から正しく理解することも重要です。コロナワクチンが開発され効果が認めら
れたこと、治療薬である抗炎症薬、抗ウイルス薬、中和抗体薬が開発されたこと、
世界各国で集団免疫が獲得しつつあること、コロナウイルスの変異とともに弱毒
化が進んでいることなどです。このような実態を把握し、「正し
く恐れる」ことが大切です。
　今年の干支（えと）は甲辰（きのえ・たつ）です。今までの努力
が実を結び、やがて成就することを意味します。世界に平和がも
どり、未来に希望がもてる年になりますよう、そして皆さまにとっ
てより良い年でありますよう心よりお祈り申し上げます。

新年の挨拶

社会福祉法人厚慈会

理事長 堀切　伸一

○特別養護老人ホーム
○ショートステイ
○デイサービス
○グループホーム
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節分・豆まき

バレンタインに
向けて

国見の丘

国見の丘

りんご・もも

けやき・ぽぷら

ほっこりたいむ

おやつ作り・クリスマス会

福笑い

新年の抱負

クリスマスメニュー

デイサービス

国見の丘

デイサービス

デイサービス デイサービスデイサービス

国見の杜

令和 5 年度  キラリふくしま「介護賞」5 名受賞‼ 今回受賞した5名の職員に、インタビューしました。

今年は暖冬ですが、
「雪だるま」が
お出迎え…

国見の丘

国見の里の中庭に、
10 年目で初めて

「寒椿」が
咲きました。

　笑顔で明るく声がけすることで、
不安な気持ちが少しでも取り除かれ
安心して穏やかに生活してもらえる
よう努めています。

特別養護老人ホーム
国見の里

菅　野　真　代 さん

　利用者様の会話や表情から「変化
や気づき」が得られるよう声のトー
ンや目線を合わせることなどに気を
つけながらケアを行っています。

デイサービスセンター
国見の里

佐久間　友　里 さん

　利用者様と同じ目線に立ち、ジェ
スチャー等を交えながら笑顔で関わ
り、利用者様が安心して生活して頂
けるよう心掛けています。

地域密着型特別養護老人ホーム
国見の杜

櫻　井　有里子 さん

　朝の挨拶は、明るく笑顔で行うよ
うにしています。利用者様に 1 日の
始まりを気持ちよく迎えてほしいと
思っています。

特別養護老人ホーム
国見の里

新　田　莉　絵 さん

　常に疑問を持ち介助や声がけを行
い、ご希望に沿うよう支援していま
す。相手の立場になって物事を考え
ることを一番に考えています。

地域密着型特別養護老人ホーム
国見の杜

八　島　美　穂 さん

なでしこ・ひまわりなでしこ・ひまわり



編集後記

統括施設長
齋藤　茂樹

　およそ 50 年前、初めて手にしたマイカーはトヨタ
コロナ（中古）でした。当時同年代でマイカーを所有
する人は少なく周りから重宝がられたことを思い出し
ます。私が高校生の頃には街中を走る車も多くなり「自
動車ショー歌」（唄 : 小林旭）という歌謡曲が流行しま
した。この歌は世界中の自動車やメーカー名を駄洒落
的に並べたものですが、その一節に♪♪ここらで止めて
もいいコロナ〜♪♪というのがありました。まさにコロ
ナ禍で苦しんできた今の心境そのものです。〝ウィズ
コロナ〟もそろそろ終わりにして本誌タイトルの〝ウィ
ズすまいる〟の世界に戻りたいものです。

【発行責任者】
　統括施設長  齋藤  茂樹

【住所】
　〒 969-1788
　伊達郡国見町小坂南 3 番地

【TEL】024-585-5161

【FAX】024-585-1588

【ホームページアドレス】　　　
　kunimi-sato.or.jp
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ホームページは
こちらから

おめでとうございます！おめでとうございます！ 12月 そば打ち・フラダンス披露12月 そば打ち・フラダンス披露

能登半島地震 義援金募金のご報告能登半島地震 義援金募金のご報告

後藤フキ様　2月10日で99歳を迎えました。

　12 月 2 日 、
東邦銀行の皆様
が来所され、そ
ば打ちの実演と
フラダンスを披
露されました。
　寒い中ありが
とうございまし
た。

　このたびの『令和６年能登半島地震』により被害を
受けられた皆さまには、心よりお見舞い申し上げます。
　社会福祉法人厚慈会では、各事業所において、被害
を受けられた方々を支援するため、1 月 11 日から 1
月 31 日まで義援金の募金活動を行って参りました。
　職員の皆様からお預かりした義援金は総額 69,152
円となりましたことをご報告させていただきます。お
寄せいただいた義援金は、国見町を通じて、被災地へ
寄付させていただきました。
　尚、１月 31 日、法人から全国老人福祉施設協議会（老
施協）を通じて、５万円の寄付（義援金）をしたこと
を報告致します。
　皆様のご協力、温かいお気持ちに心から感謝申し上
げます。

同時に「炊き
出し訓練」も
行いました。

前回訓練時の様子
（令和5年9月27日）

　施設では、災
害に備えて年 2
回（春・秋）消防
署の立会いのも
と、総合避難訓
練を実施してお
ります。

災害に備えて
贈呈式 : 令和 6 年 1 月 31 日
写真左 : 厚慈会代表　原優子 介護主任
　　右 : 国見町福祉課　湯田雅也 様


